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理研ビタミン株式会社（本社：東京都新宿区、社長：山木一彦）は、ホクト株式会社（本
社：長野県長野市、社長：水野雅義）と共同で、ブナシメジの未利用部位や規格外品を活用し
たきのこエキスを開発し、2024年11月に特許を取得しました。開発したエキスは理研ビタミ
ン商品の自社原料として使用しており、今後さらに拡大を図ります。

ホクト株式会社はきのこの研究開発・生産・販売まで携わる国内最大手の「きのこ総合企業
グループ」であり、海外にも進出しています。当社は「天然物の有効利用」をポリシーとし、
食品・改良剤・ヘルスケアの3分野での製品群をBtoC、BtoB両面で展開しています。

当社とホクト社はそれぞれ「わかめ」「きのこ」という健康イメージの高い食材を主要製品
に持ち、以前から研究開発面での交流を続けていました。その中で、ホクト社がブナシメジを
生産する際に出る未利用部位や規格外品を当社の技術でエキスに加工できないかと考え、
2018年に共同開発をスタートしました。その後製法を確立し、2024年には特許（特許第
7588471号）を取得しました。当社では既に開発したエキスを複数の自社商品に使用しており、
独自原料としてさらに拡大を図ります。

本件に関する報道関係者のお問い合わせ先
理研ビタミン株式会社 経営企画部 広報・IR室

TEL:03-5362-1315

きのこの「ホクト」と共同で
きのこの未利用部位などを活用したエキスを開発

当社は今後も天然物の有効利用により、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

＜開発したエキスを使用した商品の例＞＜原料となるブナシメジ（イメージ）＞
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